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（徳島県東みよし町立三好中学校）

石 崎 雄 一

スモールステップを大切にしたリーディング指導

１．はじめに

　NEW CROWN の USE Readではまとまった

量の英文を読みます。これらの英文を読んで理解す

るためには次の 3点が生徒に必要だと考えます。

（1）その英文を読みたいという意識を持つこと。

（2）十分な語彙力・文法力をつけておくこと。

（3）段階的に，そして繰り返し英文を読むこと。

　今回はこの 3点を踏まえ，スローラーナーにも

配慮した授業実践例を紹介したいと思います。

２．授業実践例

　2年 Lesson 6 Uluru USE Read （p.70, 71）

の 1時間目で，次の 3つの学習活動を行います。

（1）本文の導入　　　（2）新出語句・ビンゴ

（3）本文の内容理解

　この授業では，本文の内容（主に事実）を理解す

ることを目標とします。さらに深い内容の読み取り

などの発展的活動は次の時間とします。本稿では，

1時間目の活動を中心に述べます。

（1）　本文の導入

①　ピクチャーカード（エアーズロックの写真な

ど）を見せ，口頭で生徒に質問する。質問は

（a） Is this a mountain? / What’s this?

（b） How many people visit the rock every year?

（c） Do you want to climb it? 　など。

②　数人が答えた後で，本文を黙読させる。

　以前，先輩の先生から「生徒が英文を読みたいと

思う気持ちを持たせる導入が大切」と教えていただ

きました。そこで，導入の段階でピクチャーカード

を使って本文の内容を紹介したり，予測させたりす

る質問をします。ただ，導入の段階で本文の内容を

伝えすぎると自分で読む必要性が下がるので，本文

の内容を伝えすぎないように注意しています。

　導入の質問では（a）本文の内容理解の手助けとな

るもの，（b）本文を読めばわかるもの，（c）生徒自

身の立場で答えるものの 3種類の質問をします。

　Yes / Noで答えられる質問を取り入れることで

スローラーナーにとっても答えやすくなります。

（2）新出語句・ビンゴ

①　新出語句の発音練習・意味の確認をする。

　（ワークシート Aを配布する。）

②　Bingo 1, Bingo 2に語句を選んで記入する。

　（それぞれ，10語のうちから 9語を選ぶ。）

③　語句 1）～ 10）の発音練習をする。

④　Bingo 1をする。

⑤　語句 11）～ 20）の発音練習をする。

⑥　Bingo 2をする。

（記入に時間がかかる生徒は③・⑤の発音練習の

ときも記入を続け，書き終えるように指示する。）

　スローラーナーの多くは，Readの本文中に意味

がわからない語句が多くあり，読めないと感じるよ

うです。そこで，本文に出る語句の意味を前もって

確認させるために，ビンゴゲームをします。

　ここでは次のような語句を取り上げます。

・このセクションでの新出語句

・既習の語句で，新しい意味で出てくるもの

・意味が理解しにくいと思われる語句

・使用頻度が高いと思われる重要表現

　ビンゴを行い，本文中に出てくる 20の語句の意

味を確認し，発音練習をしておくことで本文の意味

が理解しやすくなります。

（3）本文の内容理解

①　教科書本文にあるワークシート Aの★の語

句に線を引き，意味を書く。

（ワークシート Bを配布する。）

②　STEP 1をする。答え合わせをして，基本

的な内容を確認する。

③　STEP 2～ STEP 4をする。早くできた

生徒は解答を黒板に書く。答え合わせをする。

　まず，ワークシート Aの★の語句（主に新出語句

以外のものにつけています）の意味を教科書の英文

の下部に書き込ませることで，英文の意味が理解し

やすくなります。また，書き写すことで，ビンゴで

盛り上がった状態から落ち着いた状態へと雰囲気を

変えることもできます。

　次に，各自でワークシート Bの質問に答え，本

文の内容を理解していきます。質問は本文中で特に

押さえておきたい内容を中心に作成しています（教

科書の In-Readingの質問も参考にしています）。

　STEP 1は選択式の質問です。選択解答式にする

ことで，スローラーナーがワークシートに取りかかり

やすくなるからです。STEP 2・STEP 3は各段落

の内容についての質問で，日本語で答えます。STEP 

4は本文全体を読み，英語での質問に英語で答えます。

生徒の状況に応じて答えのヒントを出します。

　ワークシート Bは，読み取りのレベルが段階的

に上がるので，苦手な生徒は STEP 3までをする，

得意な生徒は時間を決めて仕上げるなどの指示を出

すことで，生徒一人一人に応じた活用も可能です。

３．おわりに

　以前，生徒を対象としたアンケートで，ビンゴを

したいという生徒が多く，本文の内容理解に結び付

けるためにも，ワークシート Aを授業に取り入れ

ました。誰にでも取り組みやすく，今では定着しつ

つあります。回数を重ねるにつれて，短時間でス

ムーズに進むようになりました。ある生徒が「わか

らない語句の意味の確認だけでなく，読み方も確認

できるので，後で本文が読みやすくなる。」と言っ

ていました。語句の読み方と意味の両方がわかるこ

とで，本文が読みやすくなるようです。

＜ワークシート A＞

＜ワークシートB＞

＜ワークシート B＞
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